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熱ルミネッセンス (TL)シートとその読み取りシステムは、ハドロン及び電磁カスケードの
研究用に開発された [1-4]。TLシートは硫酸バリウム粉末とテフロンを重量比 1:1で混ぜ、厚
さ 200または 400 µmのシート状にしたもので、照射線量と TL発光の関係は、少なくとも 0.01

Gyから 100 Gy程度まで直線性を保つことがわかっている [5]。また、暗室作業が不要というだ
けでなく、通常のX線フィルムなどよりも柔軟性があり、アニーリングにすることにより繰り
返し使用が可能といった長所を持っている。
このTLシートによる医療用放射線の線量分布測定の有用性を検討するため、医療用リニアッ
クおよびサイバーナイフにより 6 MV光子線照射実験をおこなった。このような実験の場合、照
射した光子の量として一般に得られる値は、単位面積あたりの入射光子数ではなく、水等価物
質における単位質量あたりの吸収エネルギーである。TLシートと水等価物質でのMV光子線エ
ネルギーの吸収の違いを評価するため、EGS4によるモンテカルロシミュレーションを行った。

TL発光光子数の 2次元読み取りは、天文観測用の冷却CCDカメラと、データ取り込み用の
ノート PCおよび加熱用アイロンから成る簡易システム (持ち運び可能)で行った。(1例を図 1

に示す。) 現在までの予備的な実験から、このシステムでは、吸収線量が 0.1 Gy程度以上であ
れば、測定可能であることが確認された。また、TLシートによる吸収線量測定の誤差は、光学
系の系統誤差込みで、大きくても 10%程度という結果が得られた。これらの結果から、TLシー
トは、医療用放射線の 2次元線量分布測定に、有用であると考えられる。
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図 1: 6 MV光子線を照射された TLシートの発光光子数を冷却 CCDカメラで計測した結果。
線量は左から 30、10、5 Gy。


